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●固定資産税・都市計画税（3期）●国民健康保険料（5期）
●国民年金保険料●介護保険料普通徴収（2期）

意
見
交
換
を
す
る
参
加
者

日ごろから健康づくりを積極的に

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
、
安
心
し
て
お
医
者
さ
ん
に

か
か
れ
る
よ
う
に
、
普
段
か
ら
み
ん
な
で
お
金
を
出
し
あ
っ

て
支
え
合
う
制
度

―
そ
れ
が
健
康
保
険
制
度
で
す
。
日
本

で
は
「
国
民
皆
保
険
制
度
」
と
い
っ
て
、
国
民
は
い
ず
れ
か

の
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
法
律
で

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
健
康
保
険
に
は
、
会
社
員
、
公
務
員

等
が
加
入
す
る
職
域
保
険
や
、
各
市
町
村
等
で
運
営
さ
れ
て

い
る
地
域
保
険
と
し
て
の
国
民
健
康
保
険
が
あ
り
ま
す
。
今

回
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

あ
な
た
の「
健
康
」で

国
保
運
営
の
安
定
化
を

す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る

健
康
保
険

医
療
分
保
険
料
は

こ
う
し
て
決
ま
る

介
護
分
保
険
料
は

医
療
分
保
険
料
に
上
乗
せ

国
民
健
康
保
険
は
、
希
望
者
だ

け
が
入
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

会
社
の
健
康
保
険
な
ど
、
他
の

保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
す
べ
て

の
方
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

転
居
や
ほ
か
の
健
康
保
険
に
加

入
し
た
と
き
な
ど
何
か
変
更
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
世
帯
主
が
十
四

日
以
内
に
届
け
出
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
は
加
入
要
件
が

発
生
し
た
月
か
ら
、
ほ
か
の
健
康

保
険
に
入
っ
た
前
月
ま
で
か
か
り

ま
す
（
日
割
り
計
算
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）。
加
入
し
て
い
た
健
康
保

険
か
ら
脱
退
を
し
て
、
け
が
や
病

気
に
な
る
ま
で
健
康
保
険
に
加
入

し
な
か
っ
た
場
合
、
実
際
に
加
入

要
件
が
発
生
す
る
月
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
保
険
料
が
か
か
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は
、
各
市
町
村

等
が
運
営
し
て
い
る
制
度
で
す
。

会
計
も
独
立
的
な
性
格
を
持
っ
て

い
る
の
で
特
別
会
計
で
経
理
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
財
源
は
①
皆
さ

ん
が
納
め
る
保
険
料
②
国
な
ど
か

ら
の
交
付
金
等
③
医
療
機
関
の
窓

口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
か
ら
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
料
は
、

前
年
に
か
か
っ
た
医
療
費
か
ら
翌

年
の
医
療
費
を
予
測
し
、
そ
こ
か

ら
国
の
交
付
金
等
と
皆
さ
ん
が
支

払
う
医
療
費
の
一
部
負
担
金
を
差

し
引
い
た
額
が
、
年
間
の
保
険
料

の
総
額
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
加

入
し
て
い
る
方
全
員
で
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
医
療
費
が
上
が
る
と

そ
れ
が
保
険
料
と
い
う
形
で
跳
ね

返
っ
て
き
ま
す
。

本
市
の
国
民
健
康
保
険
が
支
出

す
る
医
療
費
は
、
加
入
者
の
高
齢

化
や
、
生
活
習
慣
病
な
ど
の
慢
性

疾
患
の
増
加
に
よ
り
、
平
成
十
一

年
度
は
約
六
十
億
円
（
老
人
保
健

該
当
者
分
を
除
く
）
に
も
達
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
加
入
者
一
人
当
た

り
年
間
約
十
七
万
四
千
円
か
か
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
歳
入
面
で
は
加
入
者
は

増
え
て
い
る
も
の
の
、
内
訳
は
高

齢
者
が
多
く
、
ま
た
景
気
の
低
迷

な
ど
に
よ
り
収
入
の
見
込
み
は
マ

イ
ナ
ス
傾
向
に
あ
り
、
厳
し
い
状

介護第2号
被保険者

こ
と
し
四
月
か
ら
の
介
護
保
険

の
ス
タ
ー
ト
に
伴
い
、
四
十
歳
以

上
六
十
五
歳
未
満
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
（
介
護
第
二
号
被
保
険

者
）
は
、
従
来
の
国
保
の
医
療
分

に
介
護
分
を
合
わ
せ
て
国
民
健
康

保
険
料
と
し
て
納
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

な
お
、
六
十
五
歳
以
上
の
方
は
、

介
護
第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
、

別
に
介
護
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

国
保
に
加
入
し
て
い
る
介
護
保

険
第
二
号
被
保
険
者
が
納
め
る
介

護
分
保
険
料
は
、
社
会
保
険
診
療

報
酬
支
払
基
金
よ
り
、
毎
年
必
要

と
さ
れ
る
介
護
納
付
金
の
額
が
示

さ
れ
、
そ
こ
か
ら
国
な
ど
の
補
助

金
を
差
し
引
い
た
額
が
、
年
間
介

護
分
保
険
料
の
総
額
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
を
該
当
し
て
い
る
方
全
員
で

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市政に関することや地元で抱え

ている問題について、意見を交換

する「行政懇談会」が、10月10日

から公民館など４会場で行われま

した。

この懇談会は、各地域の自治会

長や行政連絡員と、市長や市幹部

職員とが意見を交換し、これから

のまちづくりに役立てていこうと

毎年行われています。

ことしは４日間で121人が出席

し、公共下水道の整備、道路整備

など多岐にわたる意見・要望が出

されました。

行政懇談会に
延べ121人が参加

２
面
へ
つ
づ
く

「
広
報
な
が
れ
や
ま
グ
ラ

フ
版
№
16
」
が
こ
の
ほ
ど
完

成
し
、
十
月
十
八
日
か
ら
、

行
政
連
絡
員
を
通
じ
て
全
戸

に
配
布
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
グ
ラ
フ
版
は
、
こ

と
し
四
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
流
山
市
総
合
計
画
」
の
概
要

を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
す
る
た
め
に
制
作
し
た

も
の
で
す
。

な
お
、
お
手
元
に
届
か
な

い
方
に
つ
い
て
は
、
市
役
所

秘
書
広
報
課
、
各
出
張
所
で

も
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
秘
書
広
報
課
で
一

部
百
円
（
税
込
み
）
で
有
料

頒
布
も
行
っ
て
い
ま
す
。

□問
秘
書
広
報
課
�
50
―

６

０
６
３

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
き
れ
い
に
し
よ
う
―
―
と

自
治
会
の
協
力
で「
秋
の
ゴ
ミ

ゼ
ロ
運
動
」が
今
月
12
日
�
を

中
心
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

清
掃
は
自
治
会
単
位
で
、
道

路
お
よ
び
周
辺
の
空
き
地
等
の

散
乱
ご
み
と
Ｕ
字
溝
の
排
土
処

理
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

当
日
は
①
家
庭
ご
み
や
処
理

困
難
物（
バ
ッ
テ
リ
ー
、
タ
イ
ヤ

な
ど
）は
出
さ
な
い
②
家
庭
ご

み
と
区
別
す
る
た
め
、
前
も
っ

て
配
布
し
た「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
」

専
用
の
ご
み
袋
を
使
用
し
、
決

め
ら
れ
た
臨
時
集
積
所
に
出
す

―
―
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
」
専

用
ご
み
袋
は
家
庭
ご
み
袋
と
し

て
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご
み
集

積
所
に
出
し
て
も
収
集
し
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□問
環
境
保
全
課
�
50
―

６

０
８
３

ごみの祝日収集は

ことし４月からスタ

ートしています。

今月は、３日、23

日の祝日も、通常

どおりごみ収集を

行います。

□問清掃事務所�

54－５５０１

祝日も家庭ごみを
収集しています

ご
み
の
な
い

き
れ
い
な
街
に

〜
今
月
12
日
秋
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
〜

況
が
続
い
て
い
ま
す
（
左
グ
ラ
フ

参
照
）。

国民健康�
保険制度�

国民健康保険制度は
加入者の一人ひとりが

支えています
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医
療
費
を
負
担
す
る
た
め
の
大

切
な
財
源
で
あ
る
保
険
料
は
、
み

ん
な
で
公
平
に
負
担
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
だ
れ
か
支

払
わ
な
い
人
が
い
る
と
、
そ
の
分

は
結
局
他
の
被
保
険
者
が
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
、
大
変
不
公
平
に

な
り
ま
す
。
保
険
料
は
必
ず
納
期

限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
病
気
や
け
が
、
そ
の
他

の
理
由
で
保
険
料
を
納
期
限
ま
で

本
市
国
保
加
入
者
の
疾
病
傾
向

を
受
診
件
数
で
み
る
と
「
高
血
圧

な
ど
循
環
器
系
」（
二
三
・
〇
％
）、

「
呼
吸
器
系
」（
一
四
・
七
％
）、

に
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
必
ず

納
付
相
談
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

収
納
指
導
員
に
よ
る
訪
問
も
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

特
別
な
事
情
も
な
い
ま
ま
保
険

料
を
納
付
し
な
い
と
、
保
険
証
を

返
し
て
も
ら
い
、
代
わ
り
に
、
短

期
間
し
か
使
え
な
い
被
保
険
者
証

や
自
己
負
担
が
十
割
の
資
格
証
明

書
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

国
保
料
を
支
払
わ
な
い
と

保
険
証
の
返
還
も

こ
ん
な
病
気
が

増
え
て
い
ま
す

国
保
財
政
状
況
と

運
営
の
安
定
化

「
神
経
系
」（
一
一
・
五
％
）
の
疾

患
が
上
位
を
占
め
、
こ
れ
ら
の
疾

患
が
全
体
の
約
半
数
に
達
し
て
い

ま
す
。

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
年
金
生

活
を
送
っ
て
い
る
年
金
受
給
者
本

人
は
、
次
の
三
つ
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
し
て
い
れ
ば
、
二
割
の
一

部
負
担
金
で
受
診
す
る
こ
と
が
で

き
る
「
退
職
者
医
療
制
度
」
の
対

象
で
す
。

自
分
が
こ
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
の
に
自
己
負
担
が
三
割
の
被

保
険
者
証
（
国
民
健
康
保
険
）
を

お
持
ち
の
方
は
、
保
険
証
と
年
金

証
書
を
持
参
し
、
市
役
所
ま
た
は

出
張
所
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

①
被
用
者
年
金
（
厚
生
、
共
済

疾病分類別の割合

病気にかからない健康な体を維持するため
には、早期発見・早期治療が大切です。生活
習慣病の症状が現れたときには、すでに簡単
には治療できないほど進行しているケースが
多くあります。
体の異常の早期発見に効果的なのが「人間
ドック」です。
市国民健康保険人間ドック利用助成制度を
ご利用ください。
【対　象】
・国保加入期間が１年以上経過している方
・年齢3５歳以上の方
・国保料を完納している世帯
・本市で行っている基本健康診査を受けて
いない方

【費　用】
自己負担１万円（消費税別）

【申し込み】
国民健康保険証を持参し、市役所へ。市発
行の利用承認書を受け取り、直接、市指定医
療機関に予約をしてください。
【検査項目】
身体計測、呼吸器系検査、循環器系検査、
胃腸器系検査、尿・糞便検査、血液学的検査、
生化学検査Ⅰ、糖尿病検査、感染症検査、眼
科検査、その他（腹部エコー）
【検査医療機関】

市市市市人人人人間間間間ドドドドッッッックククク利利利利用用用用助助助助成成成成制制制制度度度度 ～早期発見・早期治療を～

名　称 所在地 電話番号

流山中央病院 流山市東初石2－132－2 54－5741

流山総合病院 〃鰭ヶ崎1－1 59－1611

東 葛 病 院 〃下花輪409 59－1011

年
金
等
）
を
受
給
し
て
い
る
方
、

ま
た
は
受
給
権
を
有
す
る
方
（
国

民
年
金
を
除
く
）

②
被
用
者
年
金
（
厚
生
、
共
済

年
金
等
）
の
加
入
期
間
が
二
十
年

以
上
、
ま
た
は
四
十
歳
以
降
で
十

年
以
上
あ
る
方
（
加
入
期
間
の
確

認
の
た
め
、
年
金
証
書
、
厚
生
年

金
加
入
期
間
照
会
回
答
書
の
写
し

が
必
要
）

③
退
職
者
本
人
が
七
十
歳
未
満

で
老
人
保
健
の
対
象
で
な
い
方

※
扶
養
家
族
は
入
院
の
み
二
割

の
一
部
負
担
金
で
受
診
で
き
ま
す

市
で
は
国
民
健
康
保
険
運
営
の

財
源
に
つ
い
て
、
口
座
振
替
や
収

納
指
導
員
に
よ
る
訪
問
指
導
な
ど

国
保
料
の
収
納
率
向
上
に
努
め
る

一
方
、
増
え
る
医
療
費
の
支
払
い

に
対
す
る
財
源
不
足
を
、
一
定
の

ル
ー
ル
の
下
で
、
一
般
会
計
と
国

保
財
政
調
整
積
立
基
金
か
ら
繰
り

入
れ
て
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
景
気
の
低
迷
な
ど
で

市
税
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
た
め
、

こ
れ
以
上
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
を
増
や
す
こ
と
は
限
界
と
な

来
春
、
高
校
ま
た
は
専
修
学
校

（
高
等
課
程
に
限
る
）
へ
の
入
学

を
希
望
す
る
が
、
入
学
準
備
金
の

確
保
が
困
難
な
保
護
者
の
た
め

に
、
市
で
は
入
学
準
備
金
の
貸
し

付
け
を
開
始
し
ま
す
。
対
象
は
、年

々
増
え
続
け
る
ご
み
の
減
量
対
策

を
市
民
ぐ
る
み
で
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た「
ご
み
減
量
化
促
進
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
」の
審
査
会
が
こ
の
ほ
ど
開

か
れ
、
応
募
の
あ
っ
た
市
内
十
五
小
学

校
四
年
生
の
作
品
五
百
四
点
の
中
か

ら
、
鰭
ケ
崎
小
学
校
の
榎
本
恵
莉
さ
ん

が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

榎
本
さ
ん
の
作
品
は
、
市
の
ご
み
減

量
対
策
促
進
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
二
千
部

印
刷
さ
れ
、
市
内
の
各
事
業
所
や
公
共

施
設
に
掲
示
さ
れ
、
ご
み
減
量
対
策
の

�
豊
か
な
生
涯
学
習
都
市
を
め

ざ
し
て
�
を
テ
ー
マ
に
、
今
月
二

十
六
日
に
「
流
山
ま
な
び
フ
ェ
ス

タ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
生
涯
学
習
の
情
報

を
検
索
で
き
る
「
情
報
提
供
コ
ー

ナ
ー
」
の
ほ
か
、
子
ど
も
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
、
人
形
劇
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加
で

き
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま

す
。
参
加
・
入
場
は
、
い
ず
れ
も

無
料
で
す
。
ぜ
ひ
、
あ
な
た
も
参

加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー
】

▽
時
間
＝
９
時
30
分
〜
12
時

ご
存
知
で
す
か

自
己
負
担
２
割
の

退
職
者
医
療
制
度

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め

に
、
取
り
崩
し
て
き
た
財
政
調
整

積
立
基
金
も
こ
こ
数
年
で
ほ
ぼ
底

を
つ
い
た
状
態
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
平
成

九
年
度
以
来
、
四
年
間
に
わ
た
っ

て
据
え
置
い
て
き
た
保
険
料
率

も
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全

な
運
営
と
安
定
化
を
図
る
た
め
、

平
成
十
二
年
度
の
運
営
状
況
を
見

定
め
な
が
ら
、
検
討
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問い合わせ
国保年金課
�50－6077

①
市
内
に
住
ん
で
い
る
②
入
学
準

備
金
の
確
保
が
困
難
（
た
だ
し
、

年
収
等
が
基
準
内
で
あ
る
こ
と
）

で
あ
る
③
連
帯
保
証
人
が
い
る
方

―――
で
す
。

貸
し
付
け
限
度
額
は
、
公
立
高

校
等
が
十
万
円
、
私
立
高
校
等
が

四
十
万
円
で
す
。

償
還
は
、
修
業
年
限
が
終
了
し

た
月
の
翌
月
か
ら
三
年
以
内
に
割

賦
償
還
に
よ
り
、
全
額
償
還
と
な

り
ま
す
。

手
続
き
は
、
き
ょ
う
一
日
か
ら

平
成
十
三
年
二
月
末
日
ま
で
教
育

総
務
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

□問
教
育
総
務
課
�
50
―

６
１
０

３

高
校
等
入
学
準
備
金
を

無
利
子
で
貸
し
付
け

き
ょ
う
一
日
か
ら
受
け
付
け

促
進
や
啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
他
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〈
敬
称
略
〉

▽
優
秀
賞
＝
本
庄
敢
（
西
初
石
小
）、

山
　
壮
馬
（
流
山
北
小
）
▽
佳
作
＝

高
橋
亨
惠
（
流
山
小
）、
山
口
航
平

（
南
流
山
小
）、
足
立
栞
（
向
小
金
小
）、

種
村
冴
子
（
八
木
南
小
）、
古
郷
巧
宜

（
八
木
北
小
）

□問
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�
50
―

６

０
８
４

ごみ減量化促進
ポスターコンクール
最優秀賞に榎本恵莉さん

▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽
内
容
＝
①

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
生
涯
学
習
情

報
の
検
索
②
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
・

貸
し
出
し
③
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動

写
真
展
示
④
ビ
デ
オ
上
映
⑤
青
少

年
を
健
全
に
育
て
る
運
動
啓
発
標

語
・
ポ
ス
タ
ー
展
示
な
ど

【
人
形
劇
の
つ
ど
い
】

▽
時
間
＝
９
時
45
分
〜
10
時
30

分
▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽
内
容
＝

「
こ
ろ
こ
ろ
だ
ん
ご
」の
上
演
な
ど
▽

出
演
＝
人
形
劇
団
レ
イ
ン
ボ
ー

【
体
力
テ
ス
ト
と
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
】

▽
時
間
＝
９
時
45
分
〜
12
時

▽
場
所
＝
流
山
北
小
体
育
館
▽
内

容
＝
体
力
テ
ス
ト
で
体
力
年
齢
・

評
価
を
判
定
。
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

体
験
※
運
動
で
き
る
服
装
、
体
育

館
ば
き
を
持
参

【
青
少
年
健
全
育
成
の
表
彰
式
】

▽
時
間
＝
９
時
45
分
〜
10
時

30
分
▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽
内

容
＝
青
少
年
健
全
育
成
功
労
者
等

の
表
彰
や
青
少
年
を
健
全
に
育
て

る
運
動
啓
発
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
入

選
者
の
表
彰

【
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
】

▽
時
間
＝
10
時
45
分
〜
11
時

45
分
▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽
内

容
＝
元
宝
塚
歌
劇
団
四
季
乃
花
恵

脚
本
・
演
出
「
夏
の
想
い
出
」
の

上
演
▽
出
演
＝
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
ス
タ
ジ
オ

□問
社
会
教
育
課
�
50
―

６
１
０

６

流
山
ま
な
び
フ
ェ
ス
タ

文
化
会
館
と
流
山
北
小
体
育
館
で

お医者さんにかかるときは、次の点にご協力く

ださい。

①かかりつけの医者を持つ②医者を信頼し、指

示を守る③同じ病気でいくつも違う医者にかかる

のはやめる④健康診断を定期的に受け、早期発

見・早期治療を心がける⑤できるだけ休日・時間

外の受診は避ける⑥運動、栄養、休息のバランス

がとれるように生活習慣を見直す－－－。

特に同じ病気でほかの医者にかかり、それぞれ

の薬を飲むと副作用も心配ですので薬の相談をし

てください。

上手なお医者さんの
かかり方してますか

11月26日

（鰭ケ崎小４年）
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相　　談� 日　　　　　時� 場　　　所� 問い合わせ�

市 民 相 談 � 市 民 相 談 室 �

北 部 公 民 館 �

消費生活センター�

家 庭 児 童 相 談 室 �

障 害 者 支 援 課 �

ケ ア セ ン タ ー �

ケ ア セ ン タ ー �

つ ば さ 学 園 �

教 育 研 究 室 �

平和台保育所�58-1435／江戸川台保育所�
�52-0648／向小金保育所�74-8853

初 石 公 民 館 �
南 流 山 セ ン タ ー �

勤 労 者 総 合 福 祉 �
セ ン タ ー �

青少年指導センター�

法 律 相 談 �

合 同 相 談 �

不 動 産 相 談 �

登 記 相 談 �

市 政 相 談 �

消費生活苦情相談�

子供悩みごと相談�

福祉住宅改善相談�

子 育 て 電 話 相 談 �

心 配 ご と 相 談 �

教 育 相 談 �

青 少 年 相 談 �

発 達 相 談 �

酒 害 相 談 �

悩 み ご と 相 談 �
（ 人 権 ・ 行 政 ） �

高 年 齢 者 職 業 ・ �
パ ー ト 相 談 �

幼 児 こ と ば の �
相 談 室 �

10：00～15：00

13：00～16：00

９：00～17：00

毎週火曜�

10：00～15：0011月28日�

9：30～16：00毎週月～金曜�

10：00～16：00毎週月～金曜�

９：00～16：00毎週月～金曜�

９：00～16：00毎週火～金曜�

10：00～15：00毎週水曜�

９：00～16：30毎週月～金曜�

９：00～16：00毎週月～金曜�

９：00～16：00毎週月～金曜�

18：00～21：00毎月第４金曜�

９：30～16：30毎週月～金曜�

９：00～11：30毎週土曜�

10：00～16：00

毎週月～金曜�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

同相談室�
�58-1616

同センター�
�58-0999

�50-6081

同相談室�
�58-4144

同センター相談室�
�55-5885

同センター相談室�
�58-7830

同学園�

年 金 相 談 �

�54-4822

�50-6081

�50-6079

�50-6110

社会福祉協議会�

指導課�

障害者支援課�

国保年金課�

社会福祉課�

�59-4735

�50-6105

障害者支援課�

交 通 事 故 相 談 �

毎週火・木曜　　�

13：00～17：00毎月第１水曜�
※要電話予約�

※要電話予約�

※要電話予約�

23日・30日は除く※要電話予約�

13：00～16：00毎月第２水曜�
※要電話予約�

税 務 相 談 �

外 国 人 相 談 � 13：00～16：00毎月第４水曜� 〃�
※予約は1週間前までに�

子育て支援センターゆうゆう�44-7926育 児 相 談 � 9：30～16：30毎週月～金曜�

８：30～17：00毎週月～金曜�

10：00～15：00毎月第３水曜�

毎週土・日曜�

※要電話予約�

毎月第３月曜�
※要電話予約�

10：00～15：00

市 民 相 談 室 �

改修工事のため開催しません�

江戸川台福祉会館�

向 小 金 福 祉 会 館 �

今月は開催しません�

ポリオ（乳幼児）の予防接種

献血にご協力を

内　　容� 期日・受付時間� 場　　　所� 備　　　考�

ハローベイビー� 保健センター�

保健センター�

保健センター�
南流山センター�

妊娠5～8か月の妊婦および夫対象。母子健康
手帳、筆記用具を持参。運動しやすい服装で。
※10日からの参加者は６日までに申し込みを�

もぐもぐ教室�16日　10：15～10：3028日　10：15～10：30
4～5か月児対象。母子健康手帳、器とスプ
ーンを持参。定員20人※先着順・要予約�

３ か 月 児 �
健 康 診 査 �

カ ム カ ム �

21日・22日�
12：45～13：45 保健センター�平成12年7月生まれの乳児対象�

1 歳 6 か 月 児 �
健 康 診 査 �

14日・15日�
12：45～13：45

12：30～12：50

保健センター�

7日・8日　12：45～13：45 保健センター�

乳幼児健康相談�

3歳児健康診査�

29日　13：00～14：00 保健センター�

平成11年4月生まれの幼児対象�

平成９年8月生まれの幼児対象�
発育などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約�

29日　13：00～14：00

16日　９：30～10：30
24日　９：30～10：30
28日　９：30～10：30

発達などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約�

育 児 相 談 �

発 達 相 談 �

１歳以下の乳児対象。育児・健康相談。母
子健康手帳を持参�すくすく健康相談�

0歳～就学前児対象。母子健康手帳を持参�

むし歯予防教室�
6日・13日・28日�
※時間は申し込み者
に個人通知�

27日※時間は申し込
み者に個人通知�

保健センター�
2歳2か月児対象（28日は1・2回参加済みの幼
児対象）。1歳6か月児健康診査時に申し込みを�

食 事 相 談 � 保健センター�生活習慣病などの食事指導を受けたい方対象。食事調査あり。14日までに申し込みを�

成人健康相談�
年齢・性別など不問。血圧測定や健康上の相談、
軽体操など。健康手帳・検診記録カードを持って
いる方は持参�

リハビリ教室�

月曜コース�
6日・13日・20日・27日�

1日・8日・15日・22日・29日�

10：00～�
水曜コース�

10：00～�

保健センター�

保健センター�

疾病、加齢等により心身の機能が低下している
方（介護保険認定外者等）を対象に、日常生活
動作訓練等を実施※事前に問い合わせを�

療 育 相 談 �30日　13：00～14：00 柏 保 健 所 �整形外科的な心配のある18歳未満の子ども対象。母子健康手帳を持参�

発 達 相 談 �30日　13：00～14：00 柏 保 健 所 �
首が座らない、歩かないなど発達の遅れが心配
な0～1歳児対象。母子健康手帳を持参※要予
約�

心の健康相談�10日・17日・24日�14：00～16：00
柏 保 健 所 �精神病や精神神経症など、心の病で悩んでいる方対象。医師による相談は要予約�

保健センター�

30日　10：00～15：00
東 部 公 民 館 �17日　10：00～15：00
南流山センター�

保健センター�

保健センター�

9～12か月児対象。子どもの歯と食生活について。歯ブラシ、
おしぼりを持参。定員15組※先着順・要予約�

６日・10日・17日・24日�

※10日は９：45～10：00

キ ッ ズ �

�

16日　９：30～11：30

南流山福祉会館�

南流山福祉会館�
東 部 公 民 館 �

17日  　9：45～10：00

南流山福祉会館�

相談あんない

保健あんない〈 〉保健センター
�54－0331

〈 〉柏 保 健 所
�67－1255

※期日・受付時間欄に　　　　印のあるものは今月は開催しません。転入者などで個人通知が届
かない場合は保健センターへ問い合わせを

休 日 の
救急医療

▽受付時間は、
9時～11時30分、13
時～16時30分（歯
科は11時30分ま
で）＝休日診療所
�55－3456
▽夜間は、市内

の医療機関が当番
制で診療。当番医
はあらかじめ市消
防本部�58－0119
で確認を

▽日程＝11月13日�10時～16時、市役所▽献血の
できる方＝16歳～69歳の健康な方（ただし、65歳以
上の方は60歳から64歳までに献血経験がある方）※
献血手帳がある方は持参
□問保健センター�54－０３３１

▽対象＝生後３か月～７歳未満児▽申し込み＝母子
健康手帳、予診票（会場にも用意）を持参し、直接会
場へ※内臓に疾患がある場合には接種を受けられない
こともあります。事前に確認を
□問保健センター�54－０３３１

第47回柏市文化祭　柏の歴史講演会
▽日時＝11月４日�～５日�13時30分
～17時▽場所＝柏市中央公民館▽内容＝
柏市史編さん事業の成果をもとに各時代
の執筆者が柏の歴史に関する講演▽定
員＝180人（先着順）▽申し込み＝当日
直接会場へ
□問文化課�67－１１１１

企画展「戦後松戸の生活革新～新しい暮
らし方へのあこがれ～」
▽期間＝11月26日�まで（月曜、第４
金曜休館）▽時間＝９時30分～17時▽場
所＝松戸市立博物館
□問松戸市立博物館�047－384－8181

バードフェスティバル２０００
▽日時＝11月25日�～26日�９時20分
～16時30分（26日は15時30分まで）▽場
所＝我孫子市民会館▽内容＝バードカー
ビング作品展、庭に鳥を呼ぶコーナーほ
か▽入場料＝無料※手賀沼探鳥会もあ
り。詳細は問い合わせを
□問企画調整室�85－１１１１

生涯学習フェスティバル「福祉のまち
づくり講演会」
▽日時＝11月８日�14時30分～16時▽
場所＝野田市文化会館▽講師＝アグネ
ス・チャンさん▽演題＝アグネスの「み
んな地球に生きる人」～ともに生きる社
会をめざして～▽入場料＝無料▽申し込
み＝当日直接会場へ
□問社会教育課�25－１１１１

しょうなんフリーマーケット
▽日時＝11月11日�10時～14時※雨天
時は12日に順延▽場所＝沼南町役場駐車
場
□問商工会青年部フリーマーケット係�
91－２８０３

このコーナーは、近くのまちで行
われる催し物の情報を皆さんにお
知らせするため、毎月掲載してい
ます。
近くまで出かけたときなどに

「ぶらっと」立ち寄ってみてはい
かがですか。

柏　　市

松 戸 市

我孫子市

野 田 市

沼 南 町

過
去
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に

対
し
て
追
悼
の
誠
を
捧
げ
る「
平
成
十
二

年
度
流
山
市
戦
没
者
追
悼
式
」
を
今
月
十

五
日
、
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
市
内
各
所
と
会
場
を
結
ぶ
無

料
バ
ス（
＝
別
表
）を
運
行
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
11
月
15
日
�
14
時
〜（
受
け

付
け
は
13
時
〜
）▽
会
場
＝
文
化
会
館

□問
社
会
福
祉
課
�
50
―

６
０
７
９

生
活
習
慣
病
な
ど
を
早
期
に
発
見
し
、
皆

さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
、
市
で
は
、
毎
年
、

成
人
・
老
人
検
診
（
基
本
健
康
診
査
、
各
が

ん
検
診
な
ど
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

例
年
、
新
た
に
受
診
を
希
望
す
る
方
に
は
、

前
年
度
の
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
申
し
込

ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
来
年
度
以

降
の
申
し
込
み
等
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
十
三
年
度
に
行
う
こ
れ
ら
の
検
診
に

つ
い
て
は
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
広
報
な

が
れ
や
ま
な
ど
を
通
じ
、
お
知
ら
せ
す
る
予

定
で
す
。

国民年金の納付の指
導、免除の助言、口座振
替の勧奨などのために、
国民年金検認指導員が、
各世帯を訪問していま
す。訪問は年間を通じて
行っており、土・日曜や
祝日も行っています。

なお、指導員は身分証
明書を携帯しています。
納付が困難な場合は、
保険料の免除制度もあり
ますので、ご相談くださ
い。
□問国保年金課�50－６
１１０

日ごろ、福祉会館を利用している方による歌や踊りなどの発表を行い
ます。だれでも自由に入場できますので、ぜひ、ご来館ください。

【駒木台福祉会館】
▽日時＝11月11日�10時～15時30分

▽内容＝午前…健康づくり

午後…文化サークルなどの発表

※さつき園生による展示あり

□問駒木台福祉会館�54－４８２１

【野々下福祉会館】
▽日時＝11月12日�９時30分～15時30分▽

内容＝午前…トールペイント

午後…文化サークルなどの発表

と

マジックショー

送迎バス運行予定時刻表

運河駅前(13:00)－平方バス停前(13:05)－江戸川
台駅西口(13:10)－流山市農協新川支店前
(13:15)－富士見台バス停(13:20)－南丁字路
(13:25)－文化会館(13:30) 
◇文化会館(15:30発)－（逆順路で）－運河駅前

初石公民館(13:00)－東初石２丁目(有)初石板金前
(13:05)－八木郵便局前(13:10)－駒木（旧
江原商店前）(13:15)－正満寺前(13:20)－市野谷松
山商店前(13:25)－文化会館(13:30)
◇文化会館(15:30発)－（逆順路で）－初石公民
館

向小金福祉会館(12:30)－松ケ丘自治会館
(12:45)－東部公民館(13:00)－東部中学校正門前
(13:05)－八木中学校正門前(13:10)－芝崎バス停
(13:15)－西平井自治会館前(13:20)
－文化会館(13:30) ◇文化会館(15:30発)－
（逆順路で）－向小金福祉会館

１号車の運行コース

２号車の運行コース

３号車の運行コース

15日に戦没者追悼式

会場の文化会館へは
無料の送迎バスで

成人・老人検診を見直し
詳細が決まり次第

広報紙などでお知らせします

国民年金検認指導員

各世帯を訪問中

2会場で福祉会館まつり

会　　場 期　　日 受付時間
保健センター 27日�、30日�、12月4日�
文化会館 12月1日�
南流山センター 29日�、12月5日�
東部公民館 28日�

13時15分～14
時15分（接種
開始は13時30
分～）



平成12年11月１日（水曜日） （４）

景
気
の
低
迷
が
長
引
き
、
民
間
企
業
は
厳
し
い
リ
ス
ト
ラ
な
ど
を
進
め

て
い
ま
す
。
行
政
も
例
外
で
は
な
く
、
本
市
に
お
い
て
も
現
在
、
第
三
次

流
山
市
行
政
改
革
大
綱
お
よ
び
同
実
施
計
画
に
基
づ
い
て
、
事
務
事
業
の

見
直
し
、
経
費
の
節
減
、
給
与
制
度
の
見
直
し
な
ど
、
簡
素
で
効
率
的
な

行
財
政
運
営
の
確
立
に
向
け
、
計
画
的
、
積
極
的
に
行
財
政
全
般
の
改
革

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
八
つ
の
柱
を
中
心
に
平
成
十
一
年
度
に
実

施
し
た
行
政
改
革
の
取
り
組
み
状
況
と
そ
の
成
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実
施
率
は
45
パ
ー
セ
ン
ト

約
５
億
円
の
経
済
効
果

全

体

の

実

施

状

況

事
務
事
業
の

見
直
し

財
政
構
造
の

健
全
化
の

推
進

組
織
・
機
構

の
見
直
し

行
政
の
情
報
化

等
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上

会
館
等
公
共

施
設
関
係

実
施
計
画
に
位
置
付
け
た
見
直

し
項
目
は
全
部
で
百
九
十
九
項
目

で
す
。
こ
の
中
で
平
成
十
一
年
度

中
に
実
施
し
た
も
の
は
「
市
民
相

談
業
務
の
見
直
し
と
強
化
」「
本

庁
舎
窓
口
表
示
の
再
検
討
」
な
ど

九
十
項
目
で
す
。

見
直
し
が
途
中
ま
で
進
ん
だ
項

目
は
「
記
念
品
配
布
事
業
の
見
直

し
」「
附
属
機
関
委
員
の
幅
広
い

人
材
登
用
」
等
二
十
三
項
目
で
す
。

【
事
務
事
業
の
見
直
し
】

�
平
成
十
一
年
度
か
ら
市
民
相
談

業
務
を
予
約
制
と
し
、
待
ち
時
間

の
解
消
と
効
率
的
な
運
営
を
図
る

と
と
も
に
、
外
国
人
を
対
象
と
し

た
相
談
業
務
も
開
始
し
、
相
談
業

務
の
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。

�
平
成
十
二
年
二
月
「
各
種
団
体

等
が
主
催
す
る
視
察
研
修
へ
の
参

加
に
つ
い
て
の
指
針
」
を
策
定
し
、

視
察
研
修
へ
の
公
費
負
担
お
よ
び

職
員
随
行
や
団
体
随
行
の
あ
り
方

等
に
つ
い
て
の
基
本
方
針
を
示
し

ま
し
た
。

ま
た
実
施
に
向
け
協
議
、
検
討
を

進
め
て
い
る
項
目
は
「
公
用
車
の

あ
り
方
の
再
検
討
」「
住
民
票
等

の
予
約
・
交
付
方
法
の
再
検
討
」

等
八
十
六
項
目
で
す
。
全
体
の
実

施
率
（
実
施
済
・
実
施
中
の
割
合
）

は
計
画
全
体
の
四
十
五
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
平
成
十

一
年
度
中
に
得
ら
れ
た
経
済
効
果

は
四
億
九
千
五
百
八
十
八
万
円
で

し
た
。

示
を
分
か
り
や
す
く
し
ま
し
た
。

【
民
間
委
託
の
推
進
】

�
一
人
暮
ら
し
老
人
等
で
食
事
を

取
る
事
が
困
難
な
方
を
対
象
に
し

た
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
、
補
助

制
度
か
ら
委
託
事
業
に
変
更
し
ま

し
た
。

【
規
制
緩
和
の
推
進
】

�
印
鑑
登
録
申
請
書
、
国
民
健
康

保
険
資
格
取
得
・
喪
失
届
け
等
の

押
印
を
廃
止
し
ま
し
た
。
ま
た
、

国
民
健
康
保
険
関
係
は
様
式
に
つ

い
て
も
見
直
し
を
し
ま
し
た
。
議

会
で
は
、
本
会
議
の
傍
聴
者
名
簿

お
よ
び
傍
聴
券
の
様
式
の
簡
素
化

を
図
り
ま
し
た
。

【
新
た
な
行
財
政
運
営
シ
ス
テ

ム
の
導
入
検
討
】

�
だ
れ
も
が
分
か
り
や
す
い
新
た

な
行
財
政
運
営
の
体
系
化
を
目
指

【
賦
課
徴
収
事
務
の
充
実
・
強

化
】

	
督
促
状
お
よ
び
催
告
書
の
送
付

の
ほ
か
、
電
話
に
よ
る
催
告
並
び

に
休
日
、
夜
間
の
滞
納
整
理
や
滞

納
処
分
の
実
施
等
に
よ
り
市
税
、

国
民
健
康
保
険
料
、
国
民
年
金
保

険
料
、
保
育
料
、
市
営
住
宅
使
用

料
、
水
道
料
と
も
平
成
十
三
年
度

に
お
け
る
目
標
収
納
率
達
成
に
向

け
、
徴
収
事
務
の
強
化
に
努
め
て

い
ま
す
。

【
国
県
補
助
金
等
特
定
財
源
の

発
掘
・
確
保
】



首
都
圏
新
都
市
鉄
道
建
設
事
業

お
よ
び
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
出
資

債
元
利
償
還
金
に
係
る
地
方
負
担

金
額
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
地
方

交
付
税
へ
の
算
入
要
望
の
結
果
、

特
別
交
付
税
に
よ
り
措
置
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
経
費
の
節
減
】

�
昼
休
み
の
消
灯
、
両
面
コ
ピ
ー

の
推
進
、
食
糧
費
の
精
査
、
イ
ベ

ン
ト
の
見
直
し
、
北
部
地
域
図
書

館
に
お
け
る
雨
水
利
用
等
、
全
庁

的
に
経
常
的
経
費
の
節
減
を
継
続

し
て
い
ま
す
。

�
平
成
十
一
年
四
月
か
ら
、
時
間

外
勤
務
を
行
な
う
場
合
は
「
時
間

外
勤
務
実
施
確
認
・
報
告
書
」
の

人
事
課
へ
の
提
出
を
義
務
づ
け
、

ま
た
同
年
五
月
「
時
間
外
勤
務
の

縮
減
に
関
す
る
指
針
」
を
策
定
し
、

時
間
外
勤
務
の
削
減
に
努
め
ま
し

た
。

す
「
新
行
財
政
運
営
シ
ス
テ
ム

（
キ
ャ
パ
21
）」（
平
成
十
一
年
十

月
公
表
）
の
柱
の
一
つ
で
あ
る

「
政
策
評
価
・
事
業
評
価
シ
ス
テ

ム
」
と
し
て
平
成
十
二
年
度
か
ら

十
三
年
度
予
算
で
継
続
費
を
設
定

し
、
評
価
指
標
の
設
定
、
評
価
表

の
作
成
、
職
員
の
研
修
等
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。



平
成
十
一
年
四
月
か
ら
鉄
道
運

賃
の
グ
リ
ー
ン
料
金
支
給
を
廃
止

し
ま
し
た
。
ま
た
出
張
に
支
給
し

て
い
た
日
当
に
つ
い
て
、
向
こ
う

三
年
間
、
隣
接
四
市
へ
の
半
日
日

当
を
不
支
給
と
し
、
東
京
都
お
よ

び
千
葉
市
へ
の
一
日
日
当
を
半
日

日
当
へ
と
見
直
し
ま
し
た
。

【
補
助
金
等
の
見
直
し
】

�
平
成
十
一
年
九
月
「
補
助
金
の

交
付
に
関
す
る
見
直
し
指
針
」
を

策
定
し
、
各
種
団
体
に
対
す
る
補

助
金
の
う
ち
、
総
会
等
の
開
催
費
、

慶
弔
費
お
よ
び
交
際
費
等
は
対
象

と
し
な
い
こ
と
と
し
、
経
常
的
な
補

助
金
総
額
を
平
成
十
三
年
度
ま
で

に
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
削
減
す
る
目

標
値
を
設
定
し
、
目
標
達
成
に
全

庁
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
公
共
工
事
コ
ス
ト
縮
減
へ
の

取
り
組
み
】

け
る
役
職
加
算
を
削
減

※
平
成
十
一
年
四
月
か
ら
実
施
。

○イ
〜
○エ
は
三
年
間
の
時
限
措
置

【
応
援
体
制
・
調
整
機
能
の
充

実
】

�
事
務
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
全
庁
的
に
係
を
超
え
た
応
援

体
制
を
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
確
定

申
告
、
市
民
ま
つ
り
、
江
戸
川
ク

リ
ー
ン
大
作
戦
、
花
火
大
会
、
選

挙
事
務
等
で
は
課
を
超
え
た
応
援

体
制
を
組
み
、
行
事
・
事
業
の
円

滑
か
つ
効
率
的
な
体
制
づ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。

【
附
属
機
関
等
の
見
直
し
】

歳
以
上
に
引
き
下
げ
ま
し
た
。
ま

た
、
海
外
派
遣
研
修
に
、
庁
内
公

募
制
を
採
用
し
ま
し
た
。

【
行
政
の
情
報
化
の
推
進
】

�
平
成
十
一
年
十
月
、
図
書
館
オ

ン
ラ
イ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
全
面

更
新
し
ま
し
た
。

�
パ
ソ
コ
ン
用
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の

標
準
化
を
図
る
と
と
も
に
、
パ
ソ
コ

ン
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

�
平
成
十
一
年
六
月
、
住
民
票
の

Ａ
判
化
、
電
子
公
印
化
お
よ
び
複

数
人
の
打
出
し
等
、
住
民
票
等
の

発
行
シ
ス
テ
ム
を
見
直
し
ま
し
た
。

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

【
利
用
促
進
お
よ
び
利
用
見
込

み
等
の
多
角
的
検
討
】

�
平
成
十
一
年
四
月
か
ら
図
書
館

で
は
、
閉
館
時
間
を
延
長
、
福
祉

会
館
は
、
従
来
半
日
単
位
で
あ
っ

た
施
設
の
貸
し
出
し
単
位
を
二
時

間
ご
と
と
し
、
利
用
の
拡
大
を
図

り
ま
し
た
。
相
馬
ユ
ー
ト
ピ
ア
は
、

姉
妹
都
市
交
流
ツ
ア
ー
を
三
回
実

施
し
ま
し
た
。
博
物
館
で
は
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
と
し
て
、
貸
し

ギ
ャ
ラ
リ
ー
兼
企
画
展
示
室
の
設

計
が
完
了
し
ま
し
た
。

【
公
共
施
設
等
管
理
運
営
の
見

直
し
】

�
福
祉
会
館
の
夜
間
管
理
委
託
を

業
務
の
あ
る
時
間
帯
に
限
っ
た
委

託
方
法
と
し
た
ほ
か
、
中
央
公
民

館
以
外
の
各
公
民
館
に
は
、
社
会

教
育
指
導
員
を
配
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
体
育
館
の
守
衛
業
務
は
平

成
十
二
年
度
か
ら
委
託
方
式
を
採

用
し
ま
し
た
。

行政改革の実施状況（平成11年度末現在） ※表中の�～�は本文の内容に対応

実施済・実施中のもの 見直しが途中まで進んだもの 協議調整・検討中のもの

�市民相談業務の見直しと強化
�各種団体事務局のあり方の見
直し

�男女共同参画社会の推進
�24時間ホームヘルプサービ
ス事業の実施

�本庁舎窓口表示の再検討
�独居老人給食サービス事業補
助金交付事業の委託

�申請書および押印の見直し
�不在者投票場所の見直し
�学校余裕教室の活用
�保健婦を活用した医療費適正
化事業の実施

�施設の管理・警備・清掃契約
の見直し

�公園の管理・運営の自治会へ
の委託推進

�実施計画進行管理の見直し
�誕生証書贈呈事業の見直し
ほか　全47項目

�事務事業評価システムの導入
検討

�市民表彰制度の見直し
�公聴活動の充実
�記念品配布事業の見直し
�市役所受付業務等の見直し
�敬老会の見直し
�事業別予算の導入検討
�消費生活センター制度の見直
し

�公園の名前の見直し検討
�幼稚園の地域開放の促進検討

�住民票等の予約・交付方法の
再検討

�祝祭日ごみ収集の実施検討
�公用車のあり方の再検討
�給食調理業務のあり方の見直
し

�市立幼稚園のあり方の検討
�広域行政の検討
�環境基本条例の制定検討
�高額療養費貸し付け制度の見
直し

�レセプト電算委託の見直し
�国保乳児医療費給付の見直し
�流山市教職員住宅の有効活用
�市民まつりの見直し
�体育館受付業務の管理委託検
討

�会議の効率的運営ほか
全48項目

	収納率の向上

地方税制度や地方交付税制度
等改善の要望

�経常的経費の節減
�時間外勤務の削減　

旅費の見直し
�補助金等の見直し
�公共工事コストの縮減ほか
全23項目

�共通用消耗品管理の見直し
�国民健康保険料滞納者に対す
る滞納処分の実施検討

�使用料・手数料の見直し
�市有財産の有効活用
�未利用行政財産(土地)の有効
活用ほか
全6項目

�徴収専門員の導入検討
�下水道受益者負担金前納報奨
金の見直し

�水道料金収納体制の見直し
�施設整備等における民間施設
の利用検討

�PFI方式の導入の検討
�前納報奨金制度の見直し
�高齢者再雇用制度の導入検討
ほか　全10項目

�職場内応援体制の充実 �附属機関委員の幅広い人材活
用

�附属機関等の統廃合

�係制の見直し
�庶務担当者会議の充実
�出張所のあり方の検討
�組織の再構築

�研修の充実　　　　
�職場内指導者の養成
�女性職員の積極的登用ほか
全4項目

�人事管理方策の見直し �小集団活動の検討
�職員提案制度の充実
�多様な人材の確保ほか
全7項目

�行政改革情報の積極的広報の
実施

�情報公開制度の充実
�行政手続条例の適正運用ほか
全5項目

�計画策定段階からの市民参加
の推進検討

�公共施設の利用促進､有効活用
�会館等公共施設の管理運営の
見直し

�個人情報保護条例の制定
�外部監査制度の導入検討　
�市民意識調査の見直し　　
�市制モニター制度の見直しほか
全6項目

�オンラインネットワークの充実
�パソコンを利用した事務の効
率化推進

�住民票等証明書発行システム
の見直し

�インターネットの活用による
情報発信や収集の強化ほか
全8項目

�OA機器整備計画の策定 �自動交付機の導入検討　　
�保健福祉に関する総合相談窓
口開設検討

�台帳・帳票等の管理方法の見
直し

�庁内LANシステムの導入推
進ほか
全8項目

�給与制度およびその運用の適
正化

�職員配置の適正化

�定員適正化計画の見直しと公表
�職員採用計画の策定
�職員定数の適正化

事
務
事
業
の
見
直
し

財
政
構
造
の

健
全
化
の
推
進

職員定数お
よび給与制
度の適正化

組織・機構
の見直し

職員の意識
改革・能力
開発等の推
進

行政の情報
化等行政サ
ービスの向
上

公正の確保
と透明性の
向上

会館等公共
施設関係

本
市
は
第
三
次
流
山
市
行
政
改
革
大
綱
の
着
実
な
推
進

を
図
る
と
と
も
に
、
二
十
一
世
紀
を
迎
え
る
に
ふ
さ
わ
し

い
創
造
性
、
説
明
責
任
、
市
民
満
足
度
の
追
求
を
柱
に
し

た
新
行
財
政
運
営
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

第3次流山市行政改革



（５） 第９８１号

展
　
　
　
示

映
画
・
公
演

資
格
・
求
人

特集

職
員
定
数
お

よ
び
給
与
制

度
の
適
正
化

職
員
の
意
識
改

革
・
能
力
開
発

等
の
推
進

公
正
の
確
保
と

透
明
性
の
向
上

等

基
本

針

示

ま
し
た
。

�
新
た
な
市
総
合
計
画
に
男
女
共

同
参
画
に
係
る
施
策
を
位
置
付

け
、
市
民
お
よ
び
職
員
を
対
象
に

講
座
、
ビ
デ
オ
学
習
会
等
の
啓
発

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

条
例
に
よ
り
男
女
共
同
参
画
審
議

会
を
設
置
し
ま
し
た
（
平
成
十
二

年
四
月
一
日
施
行
）。

�
平
成
十
一
年
度
か
ら
一
法
人
に

委
託
し
、
二
十
四
時
間
対
応
の
巡

回
型
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
す
る
と
と
も
に
、
要
介
護
老

人
の
在
宅
生
活
の
支
援
並
び
に
家

族
の
介
護
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま

し
た
。

�
平
成
十
二
年
二
月
、
市
役
所
の

フ
ロ
ア
ー
ご
と
に
課
名
表
示
板
に

番
号
を
つ
け
、
庁
舎
内
の
窓
口
表

一
茶
双
樹
記
念
館
「
日
本
の
美
」

撮
影
会
（
写
真
）
を
十
二
月
三
日

に
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
流
山
市
茶
道
親
和
会

と
流
山
市
邦
楽
三
曲
会
の
協
力
に

よ
り
和
服
姿
で
の
茶
道
や
箏
の
演

奏
風
景
、
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
等
を
撮

影
し
ま
す
。
数
寄
屋
風
書
院
造
り

の
建
物
と
、
の
ど
か
な
日
本
庭
園

の
一
茶
双
樹
記
念
館
で
あ
な
た
も

情
緒
あ
ふ
れ
る
一
枚
を
写
し
て
み

原動機付き自転車や小型特殊自動車
（トラクターやフォークリフト）などを
人に譲ったり、処分したり、盗難にあ
ったりした場合、名義変更や廃車の手
続きをしないと、いつまでも「軽自動
車税」が課税されます。
流山市ナンバーの廃車の手続きには、
①ナンバープレート②標識交付証明書
③印かんが必要です。
手続きや問い合わせ先は次のとおり
です。
▽流山市ナンバーのバイクなど

（125㏄までのバイク・小型特殊自動
車）＝市民税課�50－６０７３▽125
㏄を超えるバイク＝千葉陸運支局野田
自動車検査登録事務所�21－０１１１
▽軽４輪自動車＝軽自動車検査協会千
葉事務所野田支所�20－２０２０

現在、南流山駅周辺で常磐新線の建設工事が進
められ、下図の区間等で交通規制が行われます。
工事期間中はご迷惑をおかけしますが、ご協力を
お願いします。
□問日本鉄道建設公団東葛飾鉄道建設所�41－８
８０９

松戸税務署は、今月２２日に文化会館で「年
末調整事務および法定調書の提出についての説
明会」を開催します。
▽日時＝１１月２２日�１３時３０分～１６
時▽場所＝文化会館▽内容＝年末調整事務およ
び法定調書の提出についての説明会▽参加費＝
無料
□問松戸税務署法人課税第２部門�０４７－
３６３－１１７１
松戸税務署の駐車場が使用できません

松戸税務署では、駐車場工事のため１０月上
旬から来年４月下旬まで、駐車場が使用できま
せん。ご来署の際は、電車またはバスのご利用
をお願いします。

�な
行
財
政
運
営
の
体
系
化
を
目
指

【
給
与
制
度
お
よ
び
そ
の
運
用

の
適
正
化
】

�
○ア
通
勤
手
当
の
み
な
し
支
給
の

見
直
し
○イ
特
別
職
・
議
員
の
期
末

手
当
を
十
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
○ウ
管

理
職
手
当
を
十
パ
ー
セ
ン
ト
削
減

○エ
管
理
職
の
期
末
勤
勉
手
当
に
お

時

外
勤
務
の
削
減

努
め

た
。

【
公
共
工
事

縮
減
へ
の

取
り
組
み
】

�
平
成
十
一
年
十
一
月
「
公
共
工

事
コ
ス
ト
縮
減
に
関
す
る
行
動
計

画
」
を
策
定
し
、
工
事
設
計
に
あ

た
り
関
係
各
課
で
コ
ス
ト
縮
減
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

★
ミ
ニ
消
費
生
活
展

▽
期
間
＝
11
月
10
日
�
〜
12

日
�
▽
時
間
＝
９
時
30
分
〜
16

時
30
分
▽
場
所
＝
森
の
図
書
館

□問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�
50
―

６

０
７
６

秋
冬
物
ニ
ッ
ト
作
品
展
示
会

（
ニ
ッ
ト
サ
ロ
ン
夢
主
催
）
＝
11

月
２
日
�
10
時
〜
20
時
、
思
井
福

祉
会
館
□問
山
崎
�
58
―

３
８
１
１

第
29
回
松
ケ
丘
文
化
展
＝
11
月

11
日
�
・
12
日
�
９
時
30
分
〜

16
時
、
松
ケ
丘
自
治
会
館
□問
松

ケ
丘
自
治
会
館
�
46
―

１
５
２
５

★
人
形
劇
の
つ
ど
い

▽
日
時
＝
11
月
15
日
�
15
時

〜
16
時
▽
場
所
＝
初
石
公
民
館
▽

内
容
＝
「
大
き
な
か
ぶ
」
ほ
か
▽

出
演
＝
人
形
劇
団
タ
ッ
プ

□問
中
央
図
書
館
�
59
―

４
６
４

６
女
性
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
（
映
画
会
）

▽
日
時
＝
11
月
18
日
�
13
時

30
分
〜
▽
場
所
＝
県
女
性
セ
ン
タ

ー
（
柏
市
）
▽
内
容
＝
「
あ
る
老

女
の
物
語
」
の
上
映
と
小
藤
田
千

恵
子
さ
ん
（
映
画
評
論
家
）
の
講

演
▽
定
員
＝
４
７
３
人
（
先
着
順
）

▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
県
女
性
セ

ン
タ
ー
へ
※
展
示
や
発
表
な
ど
も

あ
り
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
県
女
性
セ
ン
タ
ー
�
40
―

８

６
０
２

ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ギ
タ
ー
発
表
会

（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
ギ
タ
ー
サ
ー

ク
ル
主
催
）＝
11
月
11
日
�
15
時
30

努
【
附
属
機
関
等
の
見
直
し
】

�
平
成
十
一
年
四
月
「
審
議
会
等

の
委
員
の
選
任
等
に
関
す
る
指
針
」

を
策
定
し
、
委
員
の
選
任
、
兼
職
の

基
準
、
女
性
の
積
極
的
登
用
、
公
募

の
拡
大
お
よ
び
市
職
員
の
制
限
等

を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
審
議
会

等
の
委
員
改
選
に
あ
た
っ
て
は
、
男

女
、
地
域
の
バ
ラ
ン
ス
、
多
重
多
選

等
に
配
慮
し
ま
し
た
。

【
人
事
制
度
の
見
直
し
】

�
平
成
十
一
年
度
よ
り
勧
奨
退
職

年
齢
を
五
十
六
歳
以
上
か
ら
五
十

【
行
政
の
透
明
性
・
公
平
性
の

向
上
】

�
市
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
行
政
改
革
の
取
り
組
み
内
容

や
今
後
の
方
針
等
を
公
開
し
た
ほ

か
、
行
政
改
革
懇
話
会
委
員
選
考

に
あ
た
り
、
公
募
制
を
導
入
す
る

と
と
も
に
同
懇
話
会
会
議
の
公
開

を
実
施
し
ま
し
た
。

【
市
民
参
加
の
推
進
】

�
新
総
合
計
画
策
定
に
あ
た
り
、

平
成
十
年
度
か
ら
十
一
年
度
に
か

け
地
域
別
お
よ
び
テ
ー
マ
別
で
ワ
ー

発
行

ス

見
直

た

今後の行政改革推進の参考とす

るため、市民の皆さんからのご意

見・ご提言をお待ちしています。

ご意見などは下記へ

〒２７０―０１９２

流山市平和台１―１―１

流山市役所「行政改革推進室」へ

FAX 50-0111

E-mail ngrym@tohkatsu.or.jp

※第３次流山市行政改革大綱お

よび実施計画については市役所情

報公開コーナーでご覧になれます

皆さんのご意見を
お寄せください

□問
行
政
管
理
課
�
50
―
６
０
６
５

オンライン化が進む市役所

一
茶
双
樹
記
念
館
で
お
茶
を
楽

し
む
和
服
姿
の
お
嬢
さ
ん

て
は
い
か
が
で
す
か
。
な
お
、
撮

影
し
た
作
品
は
、
市
役
所
市
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
、
一
茶
双
樹
記
念
館
に

展
示
さ
れ
ま
す
。

▽
日
時
＝
12
月
３
日
�
９
時
30

分
〜
16
時
30
分
▽
場
所
＝
一
茶

双
樹
記
念
館
▽
定
員
＝
30
人
（
先

着
順
）
▽
参
加
費
＝
３
０
０
０
円

※
展
示
用
写
真
作
成
代
金
込
み

（
ス
ラ
イ
ド
の
場
合
は
差
額
を
徴

収
）
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
社
会

教
育
課
へ

□問
社
会
教
育
課
�
50
―

６
１
０

６

一
茶
双
樹
記
念
館
で

「
日
本
の
美
」
を
撮
ろ
う

一
茶
双
樹
記
念
館
で

「
日
本
の
美
」
を
撮
ろ
う

忘れていませんか？
バイクなどの
廃車手続き

常磐新線建設工事に伴う
交通規制にご協力をの説明会

絵
画
作
品
展
（
四
季
の
会
主

催
）
＝
11
月
13
日
�
〜
19
日
�

９
時
〜
15
時
、
流
山
郵
便
局
□問

大
久
保
�
52
―

５
６
７
１

分
〜
18
時
、
初
石
公
民
館
。
入
場

無
料
□問
鈴
木
�
59
―

４
８
６
０

★
学
童
保
育
所
の
指
導
員

▽
内
容
＝
小
山
小
学
校
お
よ
び

八
木
北
小
学
校
の
１
〜
３
年
生
の

放
課
後
の
保
育
▽
勤
務
地
＝
山
び

こ
ル
ー
ム
（
十
太
夫
）

□問
山
び
こ
ル
ー
ム
�
52
―

２
２

３
１県

立
東
葛
飾
高
等
学
校
の
成
人

特
別
入
学
者
の
募
集

▽
応
募
資
格
＝
中
学
校
を
卒
業

し
た
20
歳
以
上
の
方
▽
試
験
日
＝

平
成
13
年
２
月
27
日
�
▽
出
願

日
＝
平
成
13
年
２
月
９
日
�
、
13

日
�
、
14
日
�
※
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
を

□問
県
立
東
葛
飾
高
等
学
校
�
43

―

４
２
７
１

県
農
業
大
学
校
の
学
生
募
集

▽
学
科
／
応
募
資
格
＝
①
農
学

科
／
高
校
卒
業
者
②
研
究
科
／
農

学
科
お
よ
び
短
期
大
学
の
卒
業
者

▽
試
験
日
＝
①
平
成
13
年
１
月
24

日
�
②
12
月
７
日
�
▽
出
願
期

間
＝
①
平
成
13
年
１
月
５
日
�
〜

19
日
�
②
11
月
16
日
�
〜
30
日
�

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
県
農
業
大
学
校
�
０
４
７
５

―

52
―

５
１
２
２

成
田
赤
十
字
看
護
専
門
学
校
の

学
生
募
集

▽
応
募
資
格
＝
高
等
学
校
卒
業

ま
た
は
見
込
み
の
方
▽
募
集
人

員
＝
30
人
▽
試
験
日
＝
平
成
13
年

１
月
23
日
�
・
24
日
�
▽
出
願
期

間
＝
12
月
20
日
�
〜
平
成
13
年
１

月
15
日
�
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

を
□問
成
田
赤
十
字
看
護
専
門
学
校

�
０
４
７
６
―

22
―

２
３
１
１

２
級
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講

座
▽
日
程
＝
12
月
９
日
〜
平
成
13

年
３
月
21
日
の
土
曜
お
よ
び
隔
週

水
曜
▽
時
間
＝
土
曜
９
時
〜
16
時

15
分
、
水
曜
17
時
45
分
〜
21
時
▽

場
所
＝
東
葛
病
院
お
よ
び
東
葛
看

護
学
校
▽
対
象
／
定
員
＝
東
葛
地

区
で
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
く
意
志

の
あ
る
方
／
35
人
（
レ
ポ
ー
ト
選

考
）
▽
受
講
料
＝
７
万
円
※
申
し

込
み
方
法
な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を□問

東
葛
病
院
介
護
関
連
事
業
部

�
59
―

１
０
８
７

た
新
行
財
政
運
営
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

年末調整事務
法定調書
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そ
の
他

児童館・センター
開催時間や申し込み方法などの

詳細は、各児童館・児童センターへ

お問い合わせください

今 月 の 催 し 物

駒 木 台 児 童 館
�54－４８２１

会　　場 日　程　・　催　し　物

11／ 18�江戸川台児童センター
�54－３０２６

向小金児童センター
�73－９３２０

思井児童センター
�59－５６６６

十太夫児童センター
�54－５２５４

野々下児童センター
�45－９５００

赤城児童センター
�58－４５４５

ドッジボール大会

11／ 11� 思井の森探検隊（晩秋編）

11／25� ドッジボール大会

11／11� 宝さがしパートⅠ

11／18� マンカラ大会

【
故
横
村
克
宏
氏
写
真
展
（
１
日
�
〜
30
日
�
）】

第
８
回
北
野
道
彦
賞
を
受
賞
し
、
ま
た
、
広
報
な
が
れ
や

ま
の
「
市
民
ス
ケ
ッ
チ
」
な
ど
で
も
お
な
じ
み
の
写
真
家
故

横
村
克
宏
さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

【
四
季
の
花
々
展
（
６
日
�
〜
10
日
�
）】

「
冬
の
き
ざ
し
」
を
テ
ー
マ
に
市
文
化
協
会
華
道
部
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

□問
社
会
教
育
課
�
50
―

６
１
０
６

市民ギャラリー�
今月の展示�今月の展示�

11／ 18� 芋堀りと焼き芋大会

11／ 21�
～25�

チャレンジ週間

11月の家庭教育講座
★どなたでも､どの会場でも､お気軽に参加できます★

日時／会場 課題・内容 講　　師

11月10日�　10：00～
／文化会館

11月９日� 10：00～

／東部公民館

11月２日�　13：30～
／常盤松中学校

11月９日� 10：00～

／南流山センター

学校へ行けない子どもの心

～子どもたちはなぜ学校へ行か

ないのか～

精神科医

渡辺　位さん

保健室の子どもたち

～子どものＳＯＳが聞こえますか～

元養護教諭

伊橋　幸生さん

出張講座　音楽とのふれあい

～豊かな情操を育てよう～
流山市音楽家協会

詩人金子みすゞ愛と祈りの世界

～みんなちがってみんないい～

大東文化大学助教授

加藤 憲一さん

ww

縦
　
　
　
覧

★
障
害
者
の
た
め
の
料
理
講
座

▽
日
時
＝
11
月
14
日
�
10
時
〜

13
時
▽
場
所
＝
初
石
公
民
館
▽
対

象
／
定
員
＝
市
内
在
住
で
身
体
障

害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
／
20

人
（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
き
の
こ

の
炊
き
込
み
ご
飯
な
ど
季
節
を
楽

し
む
料
理
▽
参
加
費
＝
７
０
０
円

程
度
▽
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
▽
申
し
込
み
＝
11
月
10
日
ま

で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

□問
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
�
55
―

３
６
３
８
�
53
―

３
４
３

７
親
子
み
そ
作
り
教
室
（
市
青
少

年
相
談
員
連
絡
協
議
会
主
催
）

▽
日
時
＝
11
月
25
日
�
９
時
〜

12
時
▽
場
所
＝
東
部
公
民
館
▽
対

象
／
定
員
＝
小
学
生
と
そ
の
親
／

30
人
（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝
１

人
２
０
０
円
▽
申
し
込
み
＝
11
月

15
日
ま
で
に
電
話
で
青
少
年
課
へ

□問
青
少
年
課
�
50
―

６
１
０
７

講
演
会
（
市
防
犯
協
会
主
催
）

▽
日
時
＝
11
月
12
日
�
14
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
市
総
合
体
育
館
▽

テ
ー
マ
＝
オ
ウ
ム
真
理
教
（
ア
レ

フ
に
改
称
）
の
実
態
に
つ
い
て
▽

講
師
＝
有
田
芳
生
さ
ん
（
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
）
▽
参
加
費
＝
無
料
▽

申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
生
活
安
全
課
�
50
―

６
０
７
８

動
く
物
価
教
室

▽
期
日
＝
12
月
５
日
�
▽
集
合

大
会
・
試
合

講
座
・
講
演

場
所
／
時
間
＝
Ｊ
Ｒ
千
葉
駅
前
／

９
時
▽
対
象
／
定
員
＝
18
歳
以
上

の
県
民
／
40
人
▽
見
学
先
＝
新
日

本
製
鐵
�
君
津
製
鐵
所
、
東
京
電

力
�
富
津
火
力
発
電
所
、
ア
ク
ア

ラ
イ
ン
海
ほ
た
る
▽
申
し
込
み
＝

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
枚
に
つ
き
２
人

ま
で
）
に
「
動
く
物
価
教
室
参
加

希
望
」、
参
加
者
全
員
の
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
（
返
信
用
に
も
あ
て
名
）
を

明
記
し
、
11
月
17
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
６
０
―

８
６
６
７
県

庁
県
民
生
活
課
消
費
者
行
政
班
へ

□問
県
庁
県
民
生
活
課
�
０
４
３

―

２
２
３
―

２
２
９
６

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

▽
期
日
＝
12
月
５
日
�
、
７
日

�
、
８
日
�
、13
日
�
、14
日
�
▽

時
間
＝
９
時
〜
16
時
▽
場
所
＝
松

戸
市
女
性
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝
子
育

て
経
験
の
あ
る
中
高
年
主
婦
な
ど

で
、
５
日
間
と
も
参
加
で
き
、
終
了

後
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
で
き

る
方
／
40
人
▽
申
し
込
み
＝
11
月

１
日
〜
８
日
に
電
話
で
�
21
世
紀

職
業
財
団
千
葉
事
務
所
へ

□問
同
事
務
所
�
０
４
３
―

２
２

５
―

５
９
５
９

女
性
就
業
セ
ミ
ナ
ー

▽
日
時
＝
11
月
13
日
�
13
時

〜
15
時
30
分
▽
場
所
＝
県
経
営

者
会
館
（
千
葉
市
）
▽
テ
ー
マ
＝

21
世
紀
あ
な
た
の
適
職
発
見
▽
講

師
＝
渡
辺
三
枝
子
さ
ん
（
筑
波
大

学
教
授
）
▽
定
員
＝
１
２
０
人

（
先
着
順
）
▽
申
し
込
み
＝
電
話

で
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
へ

▽
そ
の
他
＝
保
育
あ
り

□問
同
セ
ン
タ
ー
�
０
４
３
―

２

４
７
―

８
５
４
１

東
葛
飾
地
区
政
治
学
級

▽
日
時
＝
11
月
24
日
�
13
時

20
分
〜
16
時
▽
場
所
＝
県
東
葛

飾
合
同
庁
舎
（
松
戸
市
）
▽
内

容
＝
政
治
や
選
挙
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
講
演

会
▽
定
員
＝
１
５
０
人
（
多
数
抽

選
）
▽
受
講
料
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
ハ
ガ
キ
に
「
政
治
学
級
」、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
11
月
13
日

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
１
―

８
５

６
０
県
東
葛
飾
支
庁
総
務
課
へ

□問
県
東
葛
飾
支
庁
総
務
課
�
０

４
７
―

３
６
１
―

２
１
７
５

２
０
０
１
年
干
支
木
目
込
人
形

製
作
講
習
会
（
雅
会
主
催
）
＝
11

月
９
日
�
・
16
日
�
13
時
〜
16

時
、
南
流
山
セ
ン
タ
ー
。
先
着
10

人
。
材
料
費
２
５
０
０
円
程
度
□問

八
木
�
59
―

８
３
５
５

ピ
ア
ノ
無
料
講
習
会
（
ド
レ
ミ

の
会
主
催
）
＝
11
月
18
日
�
10

時
30
分
〜
11
時
45
分
、
十
太
夫

福
祉
会
館
。
中
高
年
で
ピ
ア
ノ
に

興
味
の
あ
る
方
対
象
。
要
予
約
□問

高
瀬
�
55
―

１
３
６
７

家
事
家
計
講
習
会
（
全
国
友
の

会
流
山
支
部
主
催
）
＝
①
南
流
山

セ
ン
タ
ー
□問
石
丸
�
59
―

１
２
１

８
②
初
石
公
民
館
□問
山
形
�
47
―

４
６
４
４
。
い
ず
れ
も
11
月
16

日
�
10
時
〜
12
時
。
参
加
費
４

０
０
円
。
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー
（
柏
地
区

明
る
い
社
会
づ
く
り
家
庭
教
育
委

員
会
主
催
。
市
教
委
後
援
）
＝
11

月
13
日
�
10
時
〜
12
時
、
柏
教

育
福
祉
会
館
。「
遊
び
や
ケ
ン
カ

の
中
で
子
供
の
能
力
が
育
つ
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
□問
水
越
�
44
―

７

９
５
４
（
夜
間
）

バリアフリー映画「ハッピー」
12月2日にチャリティ上映
事故で失明した女性と盲導犬との心の交流を

描いたバリアフリー映画「ハッピー」のチャリ

ティ上映会を開催します。収益金は	日本盲導

犬協会に全額寄付。

▽日時＝12月２日�①12時30分（開場）～14

時35分②14時45分（開場）～16時35分▽場所＝

県立流山青年の家▽入場料＝高校生以上１２０

０円、小・中学生および障害者・付添い者８０

０円▽チケット販売＝アモール（市役所内、流山

コミュニティプラザ内）、市役所売店、各福祉会

館（一部を除く）▽主催＝市障害者団体連絡協

議会▽その他＝耳の不自由な方は字幕スーパー、

目の不自由な方は専用副音声装置で観賞できま

す。また、障害者の送迎など当日ボランティア

で手伝ってくれる方も募集中

□問滝口�52－８９２７

★
ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
市
ス
ポ
レ
ク
祭
）

▽
日
時
＝
11
月
25
日
�
13
時

30
分
〜
▽
場
所
＝
市
総
合
体
育
館

▽
対
象
＝
中
学
生
以
上
（
１
チ
ー

ム
４
〜
６
人
）
▽
ク
ラ
ス
＝
①
女

子
の
部
②
男
子
お
よ
び
混
合
の
部

▽
申
し
込
み
＝
11
月
12
日
ま
で

に
電
話
で
社
会
体
育
課
へ

□問
社
会
体
育
課
�
59
―

１
２
１

２

★
流
山
都
市
計
画
事
業
木
地
区

一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業

の
事
業
計
画
の
変
更
認
可
の
縦
覧

▽
内
容
＝
10
月
18
日
付
け
で

変
更
認
可
さ
れ
た
事
業
計
画
▽
時

間
＝
８
時
30
分
〜
17
時
▽
場

所
＝
都
市
整
備
課

□問
都
市
整
備
課
�
50
―

６
０
９

０
★
流
山
市
流
山
都
市
計
画
下
水

道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
負
担
区

の
拡
大
に
係
る
関
係
図
書
の
縦
覧

▽
拡
大
区
域
＝
①
流
山
第
１
負

担
区
…
大
字
東
深
井
、
美
原
１
丁

目
、
美
原
４
丁
目
、
江
戸
川
台
西

１
丁
目
、
大
字
流
山
、
大
字
西
平

井
、
大
字
鰭
ケ
崎
、
松
ケ
丘
１
〜

３
丁
目
、
向
小
金
１
丁
目
の
各
一

部
の
区
域
②
流
山
第
２
負
担
区
…

向
小
金
４
丁
目
の
一
部
の
区
域
▽

縦
覧
期
間
＝
11
月
１
日
�
〜
15

日
�
（
土
・
日
曜
を
除
く
）
▽
時

間
＝
８
時
30
分
〜
17
時
▽
縦
覧

場
所
＝
下
水
道
業
務
課

□問
下
水
道
業
務
課
�
50
―

６
０

９
６流

域
下
水
道
計
画
の
変
更
案

▽
主
な
内
容
＝
江
戸
川
左
岸
流

域
下
水
道
野
田
幹
線
の
一
部
廃
止

な
ど
▽
縦
覧
期
間
＝
11
月
６
日
�

〜
20
日
�
（
土
・
日
曜
を
除
く
）

▽
時
間
＝
８
時
30
分
〜
17
時
▽

縦
覧
場
所
＝
県
下
水
道
計
画
課
、

市
下
水
道
業
務
課

□問
下
水
道
業
務
課
�
50
―

６
０

９
６コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
の
つ

ど
い
「
皇
居
外
苑
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

▽
期
日
＝
11
月
26
日
�
※
小

雨
決
行
▽
集
合
場
所
／
時
間
＝
Ｊ

Ｒ
南
流
山
駅
／
８
時
20
分
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
交
通
費
＝
片
道
５
４

０
円
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接
集

合
場
所
へ

□問
社
会
体
育
課
�
59
―

１
２
１

２
流
山
か
る
た
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

（
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会

主
催
）

▽
期
日
＝
11
月
19
日
�
※
小

雨
決
行
▽
集
合
場
所
／
時
間
＝
一

の
台
幼
稚
園
／
９
時
30
分
▽
内

容
＝
利
根
運
河
周
辺
で
流
山
か
る

た
に
詠
ま
れ
た
場
所
な
ど
を
回
る

▽
対
象
／
定
員
＝
小
学
生
以
上

（
小
学
３
年
生
未
満
は
保
護
者
同

伴
）
／
１
０
０
人
（
先
着
順
）
▽

参
加
費
＝
無
料
▽
持
ち
物
＝
飲
み

物
、
タ
オ
ル
、
雨
具
、
敷
き
物
※

昼
食
は
主
催
者
が
用
意
▽
申
し
込

み
＝
11
月
10
日
ま
で
に
電
話
で

青
少
年
課
へ

□問
青
少
年
課
�
50
―

６
１
０
７

施
設
見
学
会
（
江
戸
川
を
守
る

会
流
山
支
部
主
催
）

▽
期
日
＝
11
月
10
日
�
▽
集

合
場
所
／
時
間
＝
文
化
会
館
／
８

時
15
分
▽
見
学
先
＝
サ
ッ
ポ
ロ
ビ

ー
ル
工
場
内
ビ
オ
ト
ー
プ
、
東
京

湾
（
船
上
見
学
）
な
ど
▽
定
員
＝

10
人
（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝
１

０
０
０
円
（
昼
食
代
、
保
険
料
等
）

▽
申
し
込
み
＝
き
ょ
う
１
日
か
ら

電
話
で
環
境
保
全
課
へ

□問
環
境
保
全
課
内
・
同
支
部
事

務
局
�
50
―

６
０
８
３

介
護
支
援
専
門
員
連
絡
会

介
護
支
援
専
門
員
の
知
識
の
向

上
や
よ
り
良
い
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

を
目
的
に
活
動
し
て
お
り
、
随
時

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
十
一
月
十
五
日
十
四
時

か
ら
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る

研
修
会
で
も
、
入
会
を
受
け
付
け

ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
。

□問
介
護
支
援
課
�
50
―

６
１
０

９
税
の
無
料
相
談

▽
日
時
＝
11
月
11
日
�
10
時

〜
16
時
▽
場
所
＝
南
流
山
セ
ン
タ

ー
▽
内
容
＝
所
得
税
、
法
人
税
、

消
費
税
、
相
続
税
、
贈
与
税
な
ど

の
無
料
相
談
▽
費
用
＝
無
料

□問
東
京
地
方
税
理
士
会
松
戸
支

部
�
０
４
７
―

３
６
６
―

２
１
７
４

無
料
調
停
相
談

▽
日
時
＝
11
月
14
日
�
10
時

〜
15
時
▽
場
所
＝
松
戸
市
民
会
館

▽
内
容
＝
金
銭
、
不
動
産
、
近
隣

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
、
夫
婦
、
親
子

関
係
な
ど
の
問
題
を
専
門
の
調
停

委
員
が
受
け
る
▽
費
用
＝
無
料

□問
千
葉
地
方
・
家
庭
裁
判
所
松

戸
支
部
�
０
４
７
―

３
６
８
―

５

１
４
１

外
国
人
の
た
め
の
人
権
相
談
会

▽
日
時
＝
11
月
15
日
�
14
時

〜
17
時
▽
場
所
＝
県
弁
護
士
会
館

（
千
葉
市
）
▽
対
象
／
定
員
＝
外

国
人
（
日
本
語
を
話
せ
る
人
同

伴
）
／
20
人
（
先
着
順
）
▽
費

用
＝
無
料
▽
そ
の
他
＝
パ
ス
ポ
ー

ト
や
給
料
明
細
書
な
ど
の
関
係
書

類
お
よ
び
事
実
関
係
の
分
か
る
メ

モ
を
持
参
す
る
こ
と

□問
県
弁
護
士
会
�
０
４
３
―

２

２
７
―

８
４
３
１

フ
レ
ー
フ
レ
ー
・
テ
レ
フ
ォ
ン

育
児
、
介
護
、
家
事
に
関
す
る

情
報
の
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▽
提
供
情
報
＝
育
児
情
報
、
家

庭
保
育
、
介
護
情
報
、
民
間
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
、
家
事
代
行
情
報
、

家
政
婦
紹
介
所
な
ど
▽
受
け
付
け

時
間
＝
９
時
30
分
〜
16
時
30
分

（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

□問
２
０
２
０
テ
レ
フ
ォ
ン
ち
ば

�
０
４
３
―

２
２
５
―

２
０
２
０

ち
ば
ま
な
び
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
０
０
i
n
流
山
青
年
の
家

▽
期
日
＝
11
月
26
日
�
▽
時

間
＝
10
時
〜
14
時
▽
場
所
＝
県

立
流
山
青
年
の
家
▽
内
容
＝
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
人
形
劇
の
つ

ど
い
、
手
作
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
ほ

か
※
25
日
か
ら
１
泊
２
日
で
「
親

子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ⅱ
」
も
同
時

開
催
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
県
立
流
山
青
年
の
家
�
59
―

２
０
０
４

～子育ての不安や疑問の解消に～
幼児を持つ母親を対象に、日ごろの子育てに対する不
安や疑問を解消してもらおうと、｢母親向け講演会｣を下
表の日程で開きます。
▽時間＝いずれも９時45分～11時30分▽対象／定員＝
幼児を持つ市内在住の母親／各50人（先着順）▽参加
費＝無料▽申し込み＝電話で各児童館・センターへ

会　場 日　程　・　テ　ー　マ

駒木台児童館

江戸川台児童センター

思井児童センター

向小金児童センター

十太夫児童センター

野々下児童センター

赤城児童センター

11／９�

11／ 28�

12／９�

12／７�

12／ 14�

11／７�

11／ 14�

幼児期から大切な自然との触れ合い

子育ての方法を伝授

親子自然体験

食生活と身体、心づくり

疲れ知らずの体をつくろう

今時の子どもの心のうち

のびのび子育て

（ ）

（ ）

□問文化会館�58－３４６２

施
策
会
議
傍聴可

★
行
政
改
革
懇
話
会

▽
日
時
＝
11
月
13
日
�
14
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
市
役
所
▽
内
容
＝

市
民
参
加
の
推
進
に
つ
い
て
な
ど

□問
行
政
管
理
課
�
50
―

６
０
６

５
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※必ず住所・氏名（フリガナ）を明記してください

市
の
総
合
計
画
の
基
礎
調
査
と
立
案
。

近
隣
市
と
の
広
域
行
政
に
関
す
る
業

務
な
ど
、
単
独
の
部
や
課
で
は
で
き

な
い
こ
と
を
企
画
し
た
り
、
担
当
の
部

や
課
と
調
整
を
す
る
な
ど
行
政
の
交

通
整
理
役
で
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
駆
使
し
て
車

の
流
れ
を
監
視
す
る
交
通
司
令
室
の

よ
う
に
国
政
や
県
政
、
近
隣
の
市
や

町
と
連
携
す
る
広
域
行
政
と
も
調
整

し
ま
す
。

昨
年
、
市
民
か
ら
公
募
し
て
決
め

ら
れ
た
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
価
値

あ
る
流
山
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

を
掲
げ
、
二
十
一
世
紀
の
流
山
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
こ
と
し
四
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
流
山
市
総
合
計

画
の
計
画
達
成
の
た
め
に
は
、
市
民

全
員
が
力
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。

赤
勝
て
、
白
勝
て
の
綱
引
き
も
、

い
く
ら
力
の
強
い
チ
ー
ム
で
も
バ
ラ

バ
ラ
で
は
勝
て
ま
せ
ん
。「
よ
い
し

ょ
」
と
力
を
合
わ
せ
た
組
が
勝
ち
に

な
り
ま
す
。

流
山
市
を
住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る

も
し
な
い
も
、
我
々
市
民
の
力
で
す
。

さ
あ
、
力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
。

企
画
調
整
課
は
、
行
政
の
力
、
市

民
の
力
な
ど
を
総
合
的
に
束
ね
る
課

で
し
た
。

市役所訪問市役所訪問�市役所訪問�
～企画調整課～

二
学
期
の
子
ど
も
た
ち
は
、
運

動
会
や
文
化
祭
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

行
事
が
多
く
、
浮
か
れ
て
い
る
反

面
、
夏
の
疲
れ
に
よ
る
身
体
的
、

精
神
的
疲
労
を
抱
え
て
い
る
子
ど

も
を
多
く
見
か
け
ま
す
。
特
に
行

事
を
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い

た
子
ど
も
は
、
終
わ
る
と
抜
け
殻

の
よ
う
に
勉
強
に
身
が
入
ら
な
い

よ
う
で
す
。
こ
の
時
期
の
相
談
室

に
は
、
行
き
詰
ま
り
を
感
じ
て
学

校
を
休
み
が
ち
な
子
ど
も
の
相
談

が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん

ど
の
子
ど
も
が
、
友
人
や
他
人
に

嫌
わ
れ
な
い
よ
う
に
と
無
理
に
自

分
を
抑
え
、
精
神
的
疲
労
感
か
ら

学
校
に
行
け
な
く
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
最
近
、
中
学
生
で
も
携
帯

電
話
を
持
っ
て
い
る
子
ど
も
を
多

く
見
か
け
ま
す
（
も
ち
ろ
ん
学
校

で
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
）。

子
ど
も
た
ち
は
、
話
を
す
る
だ
け

で
な
く
、
メ
ー
ル
を
や
り
と
り
し

た
り
、
ワ
ン
切
り
（
一
回
コ
ー
ル

で
切
る
）
を
し
て
い
た
り
す
る
よ

う
で
す
。
ワ
ン
切
り
は
「
気
に
し

て
い
る
よ
、
電
話
ち
ょ
う
だ
い
」

と
の
合
図
で
す
。
そ
う
い
う
子
ど

も
た
ち
は
、
た
だ
の
暇
つ
ぶ
し
で

や
っ
て
い
る
の
か
と
思
え
ば
、
よ

く
聞
い
て
み
る
と
そ
う
で
も
な
か

っ
た
り
す
る
の
で
す
。
実
は
本
人

に
と
っ
て
、
友
達
と
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
が
大
切
で
、
そ
の
行
為

は
友
達
と
の
結
び
つ
き
を
求
め
て

い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
や

り
と
り
を
見
て
い
る
限
り
で
は
、

結
び
つ
き
は
弱
く
、
表
面
的
か
つ

自
分
だ
け
の
一
方
的
な
関
係
で
あ

る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

一
見
、
趣
味
や
友
達
も
多
く
、

何
で
も
器
用
に
こ
な
す
最
近
の
子

ど
も
た
ち
、
実
は
そ
の
裏
で
傷
つ

く
こ
と
を
恐
れ
、
自
分
ら
し
さ
を

出
せ
ず
に
深
い
人
間
関
係
を
自
ら

遠
ざ
け
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
と

接
し
て
い
て
、
そ
ん
な
現
代
の
中

学
生
の
姿
が
見
え
て
く
る
気
が
し

ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
う
い
う
子

ど
も
た
ち
と
接
し
た
と
き
、
自
分

ら
し
く
人
と
の
関
係
を
築
い
て
い

け
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

き
ま
す
。

〈
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
〉

ttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttt

【
相
談
内
容
】

隣
家
は
、
飼
っ
て
い
る
犬
を
放
し

飼
い
に
し
て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
心

配
し
て
い
た
の
で
す
が
、
五
歳
に
な

る
娘
が
母
親
と
近
所
の
ス
ー
パ
ー
へ

買
い
物
に
外
出
し
た
折
、
た
ま
た
ま

路
上
に
い
た
隣
家
の
犬
が
突
然
娘
の

足
に
噛
み
つ
き
ま
し
た
。
私
は
、
隣

家
に
注
意
を
促
し
た
の
で
す
が
、
犬

を
放
し
飼
い
に
す
る
こ
と
を
や
め
よ

う
と
し
ま
せ
ん
。

娘
の
け
が
の
こ
と
は
一
時
あ
き
ら

め
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

こ
の
際
、
慰
謝
料
な
ど
を
請
求
し
よ

う
と
思
い
ま
す
。

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

野
犬
な
ら
と
も
か
く
、
飼
い
犬
は

そ
の
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
管
理

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
管

理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
管
理

義
務
を
怠
り
、
飼
い
犬
が
他
人
に
危

害
を
加
え
た
場
合
、
被
害
者
は
、
そ

の
犬
の
飼
い
主
に
対
し
、
民
法
第
七

一
八
条
『
動
物
占
有
者
の
責
任
』
に

よ
り
、
治
療
費
、
慰
謝
料
等
の
損
害

賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま

た
、
同
法
同
条
に
は
、
飼
い
主

が
、
相
当
の
注
意
を
も
っ
て
保
管
し

た
場
合
に
は
そ
の
責
任
を
逃
れ
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
の
訴

訟
で
は
、
こ
の
抗
弁
が
成
立
す
る
こ

と
は
非
常
に
ま
れ
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
あ
な
た
が
、
娘
さ

ん
の
法
定
代
理
人
と
し
て
、
損
害
賠

償
を
求
め
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。な

お
、
敷
地
内
で
あ
っ
て
も
、
他

人
が
訪
問
し
、
通
行
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
場
所
で
の
犬
の
放
し
飼
い

に
つ
い
て
も
、
飼
い
主
の
管
理
に
落

ち
度
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

最
近
は
、
住
宅
事
情
を
考
え
な
い

で
ペ
ッ
ト
を
飼
い
、
近
所
の
人
に
迷

惑
を
か
け
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

狭
い
場
所
で
動
物
を
飼
う
と
動
物

自
体
が
運
動
不
足
で
ス
ト
レ
ス
が
た

ま
り
、
突
然
狂
暴
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
飼
い
主
は
、
重
い
責

任
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
良
く
理
解

し
、
で
き
る
だ
け
他
人
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
注
意
し
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

飼い犬の管理には気をつけて

原稿は直接
選者へお送
りください

俳句日
向
よ
り
岩
戸
神
楽
の
秋
祭
　
　
　
　
前
　
ケ
　
崎
　
松
原
　
三
歩

夕
花
野
蝶
の
孤
影
の
ま
ぎ
れ
け
り
　
　
西
　
初
　
石
　
斉
藤
登
志
子

走
馬
灯
じ
つ
と
見
つ
め
て
ゐ
る
子
か
な

向
　
小
　
金
　
関
口
　
條
山

十
三
夜
近
藤
勇
陣
屋
跡
　
　
　
　
　
　
西
　
初
　
石
　
石
戸
谷
貞
夫
　

野
菊
咲
く
運
河
堤
は
晴
渡
る
　
　
　
　
野
　
々
　
下
　
杉
浦
　
　
栄

【
評
】
一
句
目
　
里
神
楽
の
原
型
を
伝
え
る
句
で
あ
る
。
古
く
は
日
向

に
発
し
天
の
岩
戸
神
楽
が
世
に
光
明
を
与
え
た
夜
明
け
の
舞
い
で
賑

う
。
秋
祭
は
収
穫
へ
の
感
謝
の
祈
り
。
賑
や
か
に
賑
や
か
に
豊
穣
を

祝
う
の
で
あ
る
。
二
句
目
　
花
野
の
美
し
い
広
が
り
に
蝶
を
配
し
て

大
景
と
小
景
の
妙
味
に
俳
句
の
奥
を
窺
わ
せ
る
。
孤
影
と
叙
し
た
言

葉
の
旋
律
が
工
夫
で
あ
る
。
三
句
目
　
走
馬
灯
に
寄
せ
る
子
供
の
円

ら
な
目
の
心
の
輝
き
を
見
る
。
好
奇
心
が
煌
々
と
伝
わ
っ
て
来
る
。

四
句
目
　
天
上
の
月
と
地
上
の
歴
史
の
館
の
輝
き
。
十
三
夜
は
後
の

月
と
も
豆
名
月
と
も
言
う
。
光
り
を
纏
う
陣
屋
跡
で
あ
る
。
五
句
目

運
河
堤
の
昨
日
今
日
。
秋
の
百
花
が
水
辺
を
飾
り
秋
空
の
高
さ
が
印

象
的
。

水
見
壽
男
　
選
　
（
流
山
市
東
深
井
865
‐
111
）

短歌妻
の
髪
う
す
く
な
り
た
る
星
霜
の
労
苦
に
わ
れ
は
責
め
さ
い
な
ま
れ
る

江
戸
川
台
東
　
故
桜
木
　
勝

柿
の
実
の
色
づ
く
つ
や
を
眺
む
る
に
台
風
そ
れ
て
秋
ふ
か
み
ゆ
く

西
　
平
　
井
　
白
坂
　
京
子

一
鉢
の
シ
ク
ラ
メ
ン
買
う
わ
が
た
め
に
上
弦
の
月
少
し
ほ
ほ
え
む

松
　
ケ
　
丘
　
宮
田
　
百
代

【
評
】
桜
木
氏
　
そ
つ
な
く
妻
を
描
写
し
、次
句
に
ざ
ん
き
の
作
者
の
自
己

批
判
は「
糟
糠
の
妻
」へ
の
感
謝
と
、無
垢
な
魂
の
詠
嘆
と
な
っ
た
。作
者

は
最
初
か
ら
こ
の
広
報
投
稿
者
で
あ
り
、短
歌
大
会
に
も
熱
心
に
参
加
さ

れ
た
が「
七
月
十
二
日
入
院
」と
の
直
筆
添
書
の
投
稿
を
最
後
に
、「
九
月
」

他
界
さ
れ
た
。―
合
掌
。白
坂
氏
　
台
風
も
去
り
、柿
が
梢
に
色
つ
や
よ
く

残
っ
て
い
る
情
景
に
安
堵
、結
句
の
言
葉
の
古
さ
を
、異
質
に
表
現
さ
れ
る

よ
う
に
。
宮
田
氏
上
句「
わ
が
た
め
に
」は
構
え
す
ぎ
の
理
屈
、下
句
は
抽

象
感
情
の
お
ぼ
れ
で
あ
り
、主
観
で
言
葉
に
引
き
ず
ら
れ
た
。短
歌
用
件
に

作
者
存
在
の
位
置
が
あ
る
。適
格
な
生
態
を
希
む
。

武
田
静
江
　
選
　
（
流
山
市
松
ケ
丘
４
‐
505
‐
90
）

詩

ひ
が
ん
ば
な
　
　
　
　
江
戸
川
台
西
　
　
荒
川
　
久
美

群
生
し
て
い
る
深
紅
は

遠
目
に
も
ひ
と
き
わ
目
立
つ

ゆ
る
い
斜
面
に

花
は

整
然
と

長
い
茎
の
上
に
座
り

花
芯
は

半
円
を
描
き

何
か
を
抱
く
よ
う
に

咲
い
て
い
る

マ
ン
ジ
ュ
シ
ャ
ゲ
　
捨
子
花
　
シ
ビ
ト
バ
ナ
…

い
く
つ
も
の
名
を
も
つ
花

近
寄
れ
ば
　
何
故
か
淋
し
い

宮
田
登
美
子
　
選
（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４
‐
109
）

【評】対象をよく観察してこまやかなところまで書き込
まれていますが、簡潔に表現し全体が無駄なく生か
されています。彼岸花は華やかで綺麗な花ですが、
四連に書かれているようにその逆をイメージさせる異
名を持ち、昔からむしろ忌み嫌われてきました。作者
は美しい真紅の陰に潜む花の運命の哀しみのよう
なものを感じて、想いを深くしたのでしょう。

何
十
万
ト
ン
と
い
う
大
き
な
コ
ン
テ

ナ
船
も
、
船
長
の
指
令
一
つ
で
自
由

に
走
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署

に
は
ベ
テ
ラ
ン
の
乗
組
員
が
計
器
を
見

つ
め
て
い
ま
す
。

ブ
リ
ッ
ジ
の
海
図
室
で
は
、
航
海
士

が
寄
港
先
、
積
み
荷
の
状
態
、
天
候

や
船
の
調
子
、
燃
料
な
ど
を
考
え
、

海
図
に
線
を
引
い
て
い
ま
す
。
積
み
荷

も
、
降
ろ
す
順
序
を
間
違
え
る
と
片

積
み
と
な
り
船
が
傾
き
ま
す
。
バ
ラ
ン

ス
を
と
る
た
め
に
反
対
側
の
タ
ン
ク

に
水
を
注
入
し
ま
す
。

航
海
士
は
、
安
全
で
経
済
的
に
航

行
で
き
る
よ
う
、
船
全
体
に
目
を
配

る
船
長
の
女
房
役
で
す
。

流
山
市
の
行
政
も
同
じ
で
、
女
房

役
は「
企
画
調
整
課
」で
す
。

企
画
調
整
課
は
、
課
長
一
人
、
企

画
調
整
係
九
人
、
女
性
担
当
係
二
人
、

先
日
ご
協
力
い
た
だ
い
た
国
勢
調
査

な
ど
を
担
当
す
る
統
計
係
三
人
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
役
所
の
そ
れ
ぞ
れ
の
課
に
は
、

決
め
ら
れ
た
事
業
や
業
務
が
あ
り
ま

す
が
、
企
画
調
整
課
は
、
ど
の
課
に
も

属
さ
な
い
業
務
や
事
業
を
計
画
し
ま

す
。
市
政
に
か
か
わ
る
情
報
や
資
料

の
収
集
、
そ
の
分
析
と
管
理
。
流
山
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母校の名誉をかけタスキを引き継ぐ
沿道からの声援にも熱が入った駅伝大会

カヌー体験やウオーキングで新たな発見
ふるさと流山を考えるまちづくりシンポ

前日からの雨もあがり、晴天に恵まれた10月21日、第54回東葛
飾地方中学校駅伝競走大会が行われました。当日は、朝からの気温
の上昇が少し気になるところでしたが、家族や級友、沿道の市民か
らの声援を受け、力走する選手たち。母校の名誉をかけ、汗にぬれ
たタスキをつなぎゴールを目指しました。

10月22日、文化会館駐車場で消防操法大会が行われました。現
在、市の消防団員の総数は335人。この日のために、日夜練習を重ね
てきた104人の精鋭が本番に臨みました。各分団とも、練習の成果
を十分に発揮し、見事な放水で的確に的を落としました。その結果、
ポンプ車の部は、第11分団（東深井、こうのす台）が、小型ポンプの
部は、第12分団（平方、美原1～4丁目）がそれぞれ優勝しました。

早
朝
か
ら
の
し
め
縄
づ
く
り
に
汗

市
無
形
民
俗
文
化
財
の
大
し
め
縄
完
成

気

合

い

を

入

れ

て

…

熱

戦

の

消

防

操

法

大

会

表
彰
式
に
出
席
し
た
受
賞
者
の
方
々

ふるさとづくり功労者表彰
地域のために貢献…

６人と２団体が受賞の栄に

「
第
三
十
九
回
ふ
る
さ
と

づ
く
り
功
労
者
表
彰
式
」
が

十
月
十
二
日
、
市
役
所
で
行

わ
れ
、
眉
山
市
長
か
ら
受
賞

者
に
、
表
彰
状
と
記
念
品
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
明
る
い
地

域
社
会
の
創
造
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
た
個
人
や
団
体
に
贈

ら
れ
る
も
の
で
す
。
今
回
は
、

六
人
と
二
団
体
が
受
賞
の
栄

に
輝
き
ま
し
た
。

受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

〈
敬
称
略
〉

【
社
会
福
祉
へ
の
貢
献
】

▽
故
榎
田
清
子
（
向
小
金

１
丁
目
）
▽
山
岡
道
子
（
江

戸
川
台
西
２
丁
目
）
▽
大
澤

幸
雄
（
江
戸
川
台
西
３
丁
目
）

▽
銀
星
ク
ラ
ブ
（
東
深
井
）
▽
流
山
市

立
東
部
中
学
校

【
地
域
社
会
づ
く
り
へ
の
貢
献
】

▽
三
村
英
夫
（
江
戸
川
台
東
４
丁

目
）
▽
北
澤
美
枝
子
（
平
和
台
４
丁

目
）
▽
海
老
原
愛
子
（
名
都
借
）

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

９
日
か
ら
15
日
ま
で
展
開

「
火
を
つ
け
た
　
あ
な
た
の
責

任
　
最
後
ま
で
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
「
秋
の
全
国
火
災
予
防

運
動
」
が
、
今
月
九
日
か
ら
十
五

日
ま
で
、
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ

ま
す
。

空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日

が
続
く
こ
の
季
節
は
、
火
災
が
発

生
し
た
ら
被
害
が
大
き
く
な
り
ま

す
。
こ
と
し
一
月
一
日
か
ら
九
月

末
ま
で
、
市
内
で
三
十
五
件
の
火

災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
火
を
使

用
す
る
と
き
は
、
目
を
離
さ
ず
、

家
の
周
り
に
は
段
ボ
ー
ル
な
ど
燃

え
る
物
を
置
か
な
い
こ
と
で
す
。

期
間
中
は
、
消
防
署
、
消
防
団
な

ど
が
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
す
。

ま
た
、
十
一
月
九
日
は
朝
七
時

に
予
防
運
動
を
知
ら
せ
る
た
め
の

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

□問
消
防
本
部
予
防
消
防
課
�
58

―

０
１
１
９

火をつけた�
あなたの責任�
最後まで�

市民の皆さんと市内在住の外国

人が気軽に交流できる場として好

評の「国際交流の祭典」が11月18

日に初石公民館で開催されます。

ことしの祭典は、世界の料理を

囲んで、セントラルクィンズラン

ド大学（オーストラリア）の学生

とのパーティーや、ラテン音楽、

ゲームなどを予定しています。

▽日時＝11月18日�10時30分

～14時30分▽場所＝初石公民館

（駐車場なし）▽定員＝50人（先

着順）▽内容＝①国際交流体験談

②セントラルクィンズランド大学

生とのパーティー③音楽とゲーム

▽参加費＝無料▽申し込み＝「国

際交流の祭典参加希望」、住所、

氏名、電話番号を明記し、ファッ

クスで企画調整課へ

□問企画調整課�50－６０６４

�50－０１１１

国際交流の祭典
18日に初石公民館で

市
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
赤
城
神
社
の
「
大
し
め
縄

行
事
」
が
十
月
八
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
周
辺
自
治
会
の
皆
さ
ん
約
五

百
人
が
、
早
朝
か
ら
し
め
縄
づ
く
り
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。「
ヨ
イ
サ

ッ
、
ヨ
イ
サ
ッ
」
と
威
勢
の
良
い
掛
け
声
で
、
自
治
会
ご
と
に
大
き
な

縄
を
三
本
作
り
、
そ
の
縄
を
一
つ
に
寄
り
合
わ
せ
る
と
、
巨
大
な
大
し

め
縄
の
完
成
で
す
。
市
内
外
の
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
も
多
く
詰
め

か
け
、
し
め
縄
の
雄
大
さ
に
驚
い
た
様
子
で
し
た
。

利
根
運
河
周
辺
を
会
場
に
、
流
山
青
年
会
議
所
の
主
催
で
「
ふ

る
さ
と
流
山
」
を
考
え
る
催
し
が
開
か
れ
ま
し
た
。
午
前
の
「
Ｊ

Ｃ
　
Ｊ
ａ
ｍ
２
０
０
０
」
の
、
参
加
者
た
ち
は
、
土
手
に
生
え
て

い
る
野
草
を
観
察
し
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
た
り
、
カ
ヌ
ー
で

水
上
か
ら
の
景
色
を
楽
し
ん
だ
り
と
、
運
河
に
残
る
豊
か
な
自
然

を
満
喫
し
ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
か
ら
は
「
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
が
開
か
れ
、
映
像
を
見
な
が
ら
流
山
の
魅
力
を
再
確
認

し
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
こ
れ
か
ら
の
流
山
に
つ
い
て
考
え

た
り
し
ま
し
た
。

（ ）


